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代表取締役社長　俊成誠司

環境・暮らしの大きな変容に、リノベーションで解決策を提示する

中期経営計画［ 2023/5－2025/5］

インテリックスのあるべき姿の再定義  ー  「循環型リノベーションモデル」

循環型リノベーションモデルで
社会や環境と新しい価値をつなぎ、
次代のリノベーション市場を切り拓く

Top Message

コロナ禍を経て在宅時間が増えたことで、住空間が人びとにとって、ただ日々の生活を送る場所というだけでなく、自分自身の

ライフスタイルや大切なこと、やりたいことを実現する場へと変容したことを強く感じています。

住まいに求める条件が多様化していくうえで、リノベーションは個々の特化したニーズに、柔軟に対応ができます。物理的、経済的な

制限すらもプラスに変えられる可能性を持っており、お客さまが一番大切にしたい価値観を住空間に反映させることができる。

私は、それがこれからのリノベーションだと思っています。

他方、地球温暖化に代表される環境問題は喫緊の社会課題であり、省エネリノベーションでそれらに解決策を示していけることが、

デザイン性のみを重視したリノベーションとは一線を画す、インテリックスの強みだと考えます。

2022年7月に策定した中期経営計画［⇒P5-8］においては、省エネリノベーション「ECOCUBE（エコキューブ）」を軸に、市場で

のプレゼンスを高めていきます。

中期経営計画の最終年度である2025年5月期には、売上高591億円、経常利益23億円を計画しています。経常利益は22年5月期

から2.3倍の計画です。

利益成長のドライバーとして、リノベーションマンションの成長率を一番大きく見込んでおり、そこに、「エコキューブ」がマーケット

に浸透してくることで相乗効果が生まれ、加速度的に成果が積み上がるよう、3年後に向けて取り組んでいきます。

マンション市場ではリノベーションが必要な物件がどんどん増えており、マンションストックは全国に675万戸、うち、築30年以上で

リノベーションが必要なものが約231万戸です。2030年には、リノベーションが必要なストック数は1.7倍へ拡大する見込みです。

リノベーションマンション市場が成長市場であることを背景に今後は、「エコキューブ」のPRも兼ねて大都市圏において高額物件

を取得する戦略や、「エコキューブ」のフランチャイズビジネスを担うグループ会社「株式会社リコシス」を2022年2月に新たに

設立したことにより、省エネリノベーションの加速度的な普及を目指します。

インテリックスは2022年7月、27年目を迎えました。新築信仰の根強い日本において、事業開始当時の中古住宅はネガティブな

イメージばかりでした。逆風の中、リノベーションした住宅にアフターサービスを付けて品質を担保し、リノベーション協議会を

設立して発展させることで、リノベーションを正しく世間に浸透させることに努めてきました。お客さまへの信頼を獲得する取り

組みを通じて、リノベーションの概念を大きく変えていったことが当社の一番の存在意義、社会的価値であると考えています。

中期経営計画では、持続可能な社会、脱炭素社会にリノベーションで真正面から答えを出していく決意を込めて、この先のイン

テリックスのあるべき姿を改めて定義しました。

「循環型リノベーションモデル」［⇒P6］で新しい価値を生み出し、様々なステークホルダーとともにその“輪”を広げ、次代に貢献

する大きなうねりにしていきたいと思います。

当社ホームページ
［ IRピックアップ  ］
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中期経営計画FY2023-2025

将来を見据えた先行投資を
初年度から積極的に実施

将来の持続的な成長に繫がる先行投資で、
プライム市場計画値を目指します

2022年7月、インテリックスは2025年度を達成年度とする中期経営計画を策定しました。

－＋＝×にそれぞれ新たな可能性を付加し、様々なステークホルダーと共創しながら創出価値を拡大していく。この「循環型

リノベーションモデル」を推進していくことで、ビジョン「すべての人にリノベーションで豊かな生活を」実現していきます。

環境・社会のためにステークホルダーとともに
ステークホルダーはパートナー

インテリックス　　パートナー

の共創で、新たな価値をつくります

生活する人のために市場のために
不動産取引のDX化を進め、

より多くの参加者が公平に取引できる

透明性を確保したリノベーション

プラットフォームを実現します　これが　　

リノベーションで個人個人の

満足感を充たす空間づくりによって

 QOLを高めます これが　　　

リノベーションでCO2を削減します

これが

VISION

すべての人に
リノベーションで
豊かな生活を

インテリックスグループは、リノベーションで循環型経済の環を拡げていきますインテリックスグループは、リノベーションで循環型経済の環を拡げていきますインテリックスグループは、リノベーションで循環型経済の環を拡げていきます

というロゴの中には、というロゴの中には、というロゴの中には、

4つの数学記号がかくれています。4つの数学記号がかくれています。4つの数学記号がかくれています。

これらは、これらは、これらは、

になるという、

リノベーションの考え方そのものを表しています。

になるという、

リノベーションの考え方そのものを表しています。

になるという、

リノベーションの考え方そのものを表しています。

中古 住 宅といえば 、　　ネガティブ なイメージが

大きい時 代もありましたが 、

私たちは自ら購 入し、施 工し、販 売し、

品質 保 証することにより、

負のイメージを　　 ポジティブに変えてきたのです。

また、リノベーション協議 会を立ち上げ 、

誰もが 　　 対 等に安 心して取引できる

リノベーション基 準をつくりました。

その結 果 、

リノベーション市 場 への参 加者は 　　 倍 増し、

市 場の活 性 化に寄 与してまいりました。

中古 住 宅といえば 、　　ネガティブ なイメージが

大きい時 代もありましたが 、

私たちは自ら購 入し、施 工し、販 売し、

品質 保 証することにより、

負のイメージを　　 ポジティブに変えてきたのです。

また、リノベーション協議 会を立ち上げ 、

誰もが 　　 対 等に安 心して取引できる

リノベーション基 準をつくりました。

その結 果 、

リノベーション市 場 への参 加者は 　　 倍 増し、

市 場の活 性 化に寄 与してまいりました。

中古 住 宅といえば 、　　ネガティブ なイメージが

大きい時 代もありましたが 、

私たちは自ら購 入し、施 工し、販 売し、

品質 保 証することにより、

負のイメージを　　 ポジティブに変えてきたのです。

また、リノベーション協議 会を立ち上げ 、

誰もが 　　 対 等に安 心して取引できる

リノベーション基 準をつくりました。

その結 果 、

リノベーション市 場 への参 加者は 　　 倍 増し、

市 場の活 性 化に寄 与してまいりました。

私たちは27 年間にわたって

リノベーションによる付加価値を提供し続けてきました。

私たちは27 年間にわたって

リノベーションによる付加価値を提供し続けてきました。

私たちは27 年間にわたって

リノベーションによる付加価値を提供し続けてきました。

Intellex  循環型リノベーションモデルIntellex  循環型リノベーションモデルIntellex  循環型リノベーションモデル

財務目標

（単位：億円）

売上高 424 507 591
9 17 26
6 13 23
4 9 15

営業利益

経常利益

当期純利益

2023年5月期

先行追加投資 +7 +9 +15

2024年5月期 2025年5月期

2022
2023

2025

2027

経常利益  23億円
ROE 10%以上

エコキューブ
導入

プライム目標
流通株式時価総額

100

経常利益  32億円
ROE 13%以上

プライム市場
基準クリア

億円超

中期経営計画 2023/5－2025/5中期経営計画 2023/5－2025/5中期経営計画 2023/5－2025/5特集特集特集

取り除く 加える

イコール 倍の価値
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※国土交通省のデータを基に当社作成

※2021年4月現在 国土交通省による

※北海道大学大学院工学研究院　環境システム工学研究室　葛准教授の試算による

0
現在

（2020年）
5年後 10年後

（2030年）
20年後

（2040年）
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700
（万戸）

231.9231.9
313.5

404.6

578.3578.3

築30年超のストック数築30年超のストック数

リノベーションが必要リノベーションが必要

全国のマンションストックは
675.3万戸存在 

当社に関わる全てのステークホルダーと共創「×」して、リノベーションの定義を広げていきます。

例えばリノベーションによって地域が元気になり不動産の価値も上昇するような、社会インパクト

をもたらす様々な取り組みをパートナーと展開してまいります。

インテリックスの物件に住むことで生活する人が心身ともに豊かになれるように、生活する人たちのQOL（Quality of Life）

を上げていくことが、この先創出していきたい当社の付加価値「＋」です。

ステークホルダーとともに

パートナーとの共創で新たな価値をつくります

生活する人のために

機能性UPにより快適性と健康を高めることでQOLを高める

多彩な選択肢でデザイン、嗜好性に応えることでQOLを高める

リノベーションによる付加価値でQOLを高めます
リノベーションの品質を担保するとともに、不動産取引の透明性「＝」を高め、公正で誰もが安心して取引できる流通環境を

率先して作っていくことも当社の役割です。

市場のために

築年数 （当該年時点で）

「エコキューブ 」のフランチャイズビジネスを担い、
省エネリノベーションの加速 度的な普及を目指す。

不動産直販のWebプラットフォーム。仲介手数料無料で、
リノベ物件を気軽かつ安心安全に取引できる仕組みを整備。

透明性を確保したリノベーションプラットフォームを実現します

日本が 脱炭素社会に向けて掲げる2030年の家庭におけるCO2排出量2/3削減の達成には、建替えに比べて圧倒的に環境に

対する負荷が 少なく、CO2排出量を抑えられるリノベーションが 必須であるとインテリックスは考えます。2021年から販売を

開始した省エネリノベーション「エコキューブ」を広く普及させることで、環境負荷の低減「―」を実現していきます。

環境・社会のために

「家も家族もずっと健やか」

リノベーションが必要な物件は年々増大。
リノベーションマンションを増やすことで2030年のCO2排出量削減に貢献。

全国マンションストックの
約3割が リノベーションを
必要とする築30年超の物件

築30年超のマンションは
2030年には1.7倍、

404.6万戸の規模へ

エコキューブ仕様の省エネリノベーションマンションの全国展開を加速化し、
リノベーション＋エコキューブにより更なるCO2削減へ。

累計
3万戸へ販売累計

25,036戸
（2022.5現在）

リノベーションでCO2を削減します

快適な空気 健康に良い 結露しにくい 省エネ 経済的 CO2削減

機能性 デザイン QOL向上

ステークホルダー 新たな価値

リノ
ベーション

市場

仕入れ先
協力会社

社員

地域
社会

株主・
投資家

お客
さま

共創

■ 30年～39年超　■ 40年～49年　■ 50年超
2023年5月期 2024年5月期 2025年5月期

販売戸数 1,247戸

40％

1,439戸

45%

1,603戸

500戸 650戸 800戸

50%エコキューブ 
導入率

エコキューブ
導入戸数

中期経営計画 2023/5－2025/5中期経営計画 2023/5－2025/5中期経営計画 2023/5－2025/5特集特集特集

株式会社リコシス 株式会社ＦＬＩＥ

Clam Style Grayish Style Natural Style

エコキューブ供給 3ヵ年
合計1,950戸で、
杉の成木57ヘクタール
面積に相当。
東京ドーム換算で約24個分。※

11.1万本
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リノベーション事業分野
Renovation Business

ソリューション事業分野
Real Estate Solution Business

リノヴェックスマンションは流通物件の不足等を背景に仕入件数が減少し、当期の販売件数は前期比20.5％減

の1,129件。当期の仕入進展（件数：前期比7.4％増、金額：24.5％増）を受けて、次期の販売回復を目指す。
リースバック物件を対象とした不動産信託受益権の売却による流動化を２度実施したこと等により、当事業

分野の当期の売上高は前期比4.4％増の83.2億円。

リノベーション内装事業は堅調なリノベーションの需要動向を受け、請負受注増により、売上高は14.8億円
（前期比13.2％増）。2023年5月期は個人・法人向け合わせ、売上高18.2億円を見込む。

リースバック事業は2021年5月期以降、収益化が継続。リースバック物件の流動化が利益に大きく寄与し、

オフバランス化を行なったことで財務体質が向上し、今後も積極的に物件取得を推進する。

1 1

2 2

Pick up Pick up

2022年5月期（2021年6月~2022年5月）

平均販売価格

平 均 面 積 66.2m2

2,324万円 +120万円
前期比

+2.7年
前期比

△1.5m2

前期比

前期比

△291戸販 売 戸 数

平均築年数

1,129戸

33.3年

新築でも中古でもないリノベーション住宅という新たな住まいの選択肢を提供

リノヴェックスマンション事業

中古マンションをリノベーションした住まい 様々なニーズに対応する請負型リノベーション

アセット事業

リノベ・開発による良質な不動産に活性化

リースバック事業

住みながら売却という新たな資産活用

アセットシェアリング事業

良質な不動産を少額で資産運用

リノベーション内装事業

資産としての不動産活用・運用のソリューションによる付加価値を提供

■ リノヴェックスマンションの販売状況 ■ リノヴェックスマンションの販売実績 ■ リースバック物件の流動化の状況

当社の強みであるリノベーション、商品開発ノウハウを拡充することで、
より資産性が高く運用に適した不動産商品を提供する

省エネリノベーション「エコキューブ」をはじめとする
高付加価値なリノベーションの普及拡大とプラットフォーム構築を目指す

中長期的な成長を見据え、この3年間で商品化ノウハウ・投資家リレーションを拡充中長期的な成長を見据え、この3年間で積極的な先行投資を実行

'06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '21 '22

（戸）

（決算期）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

年間販売戸数17期連続

累計販売

2022年5月末現在：25,036戸

1,000戸以上

25,000戸突破！
国内トップクラスの実績

省エネソリューション商品の高付加価値化

■  省エネリノベーションを導入した1棟
収益不動産の提供

■  リースバックの戸建建替時における
ZEH化基準の導入

■  省エネリノベーション「エコキューブ」
導入率の拡大

■  内装品質とデザインの更なるブラッ
シュアップ

「省エネ」のノウハウ「リノベーション」を変える

ライフソリューションエコキューブFC展開

■  メディア投入などでリースバック物
件の仕入を積極拡充

■  他社とのパートナーシップにより新
商品の導入に挑む

■  「エコキューブ」のフランチャイズビジ
ネスを開始

■  他社とのパートナーシップにより環
境課題に挑む

「顧客志向」のノウハウ「省エネ」に変える

運用ソリューションB2C販売チャネル構築

■  リースバックファンドの安定組成に
よる投資機会の提供

■  アセットシェアリングの拡充による新
たな運用機会の提供

■  不動産直販プラットフォーム「FLIE」
の普及拡大

■  セルフ内見システムの導入やコン
シェルジュサービス充実

「機会提供」のノウハウ「不動産取引」を変える

合同会社あんばい
LB2号

（2021年8月実施）

合同会社あんばい
LB3号

（2022年3月実施）

好循環
サイクル

積極的な
物件取得

【物件保有】
賃貸収益

【流動化】
譲渡益

財務体質の
向上

【オフバランス化】

リースバック物件 不動産ファンド

信託受益権を
譲渡

リースバック物件の一部を、信託受益権化し不動産ファンドに譲渡

中期経営計画［  2023/5－2025/5 ］による重点方針

Over Review ［ 2022年  5月期 ］

中期経営計画［  2023/5－2025/5 ］による重点方針

Over Review ［ 2022年  5月期 ］
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（単位：百万円）

科 目
前 期 当 期

2020年6月 1日～
2021年5月31日

2021年6月 1日～
2022年5月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,153 △ 3,896
投資活動によるキャッシュ・フロー △4,481 △ 3,183
財務活動によるキャッシュ・フロー △4,381 5,300
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,290 △ 1,778
現金及び現金同等物の期首残高 4,691 5,982
現金及び現金同等物の期末残高 5,982 4,203

当期の

1 2 3売上高 経常利益 自己資本比率

PO I N T PO I N T PO I N T

PO I N T

リノヴェックスマンション販売の利益率が前期を
上回ったものの件数減の影響を受けたことや、
収益物件販売の大幅な利益寄与があった前期
からの反動減もあり、経常利益は前期比44.9％減。

リースバック事業の流動化による収益上乗せは
あったものの、リノヴェックスマンション販売の
期初の在庫不足及び資材調達遅延による商品
化の遅れ等により販売件数が前期比20.5％減
となった影響で、売上高は前期比12.0％減。

仕入増に伴う棚卸資産の増加の影響により
総資産が増えた結果、自己資本比率は、前期に
比べ2.7ポイント低下の29.2％

事業年度 6月1日から翌年5月31日まで

定時株主総会 毎年8月に開催いたします。

基準日 定時株主総会の議決権：5月31日
期末配当： 5月31日
中間配当：11月30日
※ その他必要がある場合は、あらかじめ公告する一定の日    

公告方法 電子公告により行います。
ただし、電子公告によることができないやむを得ない事
由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話：0120-232-711（通話料無料）

株主名 持株数
（株）

議決権比率
（％）

株式会社イーアライアンス 3,594,500 41.52

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 666,300 7.70

インテリックス従業員持株会 206,700 2.39

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 129,900 1.50

北沢産業株式会社 71,400 0.82

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 67,495 0.78

北川 順子 66,200 0.76

宇藤 秀樹 60,200 0.70

広石 昭三 58,000 0.67

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140040 57,000 0.66

株式の状況

発行可能株式総数 1,750万株

発行済株式の総数 8,932,100株

株主数 5,659名

（注）議決権比率は、自己株式274,009株を控除し算出しております。

連結損益計算書（要旨）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

大株主

役  員

代表取締役会長 山本　卓也 常勤監査役（社外） 大林　　彰

代表取締役社長 俊成　誠司 常勤監査役 鶴田　豊彦

取締役 執行役員 小山　　俊 監査役 江幡　　寛

取締役 執行役員 相馬　宏昭 監査役（社外） 飯村　修也

取締役 執行役員 能城　浩一 執行役員 村松　淳弥

取締役 執行役員 石積　智之 執行役員 中　　伸雄

取締役（社外） 種市　和実

取締役（社外） 村木　徹太郎

取締役（社外） 西名　武彦

会社概要

会社名 株式会社インテリックス
設立 1995年（平成7年）7月17日
所在地 〒150-0002

東京都渋谷区渋谷2-12-19
東建インターナショナルビル11F

上場市場 東京証券取引所プライム市場（証券コード 8940）
資本金 22億53百万円
代表者 代表取締役社長　俊成 誠司
従業員数 連結327名、単体224名
事業内容 不動産売買・不動産賃貸

不動産コンサルティング
免許番号 ［宅地建物取引業者免許］国土交通大臣（4） 第6392号

［不動産特定共同事業者許可］東京都知事 第97号
所属団体 一般社団法人 リノベーション協議会

公益社団法人 首都圏不動産公正取引協議会
一般社団法人 不動産流通経営協会
一般社団法人 全国住宅産業協会
一般社団法人 不動産証券化協会

営業拠点 渋谷・札幌・仙台・さいたま大宮・東京日本橋・横浜・名古屋・京都・
大阪・広島・福岡

グループ
会社

株式会社インテリックス空間設計
株式会社インテリックス住宅販売
株式会社インテリックスプロパティ
株式会社再生住宅パートナー
株式会社ＦＬＩＥ
株式会社ＴＥＩ Japan
株式会社リコシス

連結貸借対照表（要旨）
（単位：百万円）

科 目
前 期 当 期

2021年5月31日現在 2022年5月31日現在

資産の部

流動資産 20,559 25,101
現金及び預金 6,215 4,428
たな卸資産 13,642 19,769
その他 701 902
固定資産 15,736 15,831
有形固定資産 13,667 13,848
無形固定資産 515 555
投資その他の資産 1,553 1,427
資産合計 36,296 40,932
負債の部

流動負債 15,610 18,775
短期借入金 8,451 12,417
1年内償還予定の社債 250 210
1年内返済予定の長期借入金 3,517 4,172
その他 3,391 1,975
固定負債 9,098 10,178
社債 310 100
長期借入金 8,221 9,463
その他 567 614
負債合計 24,709 28,953
純資産の部

株主資本 11,578 11,975
その他の包括利益累計額 7 △ 14
非支配株主持分 － 18
純資産合計 11,586 11,978
負債純資産合計 36,296 40,932

株主メモ 

（単位：百万円）

科 目
前 期 当 期

2020年6月 1日～
2021年5月31日

2021年6月 1日～
2022年5月31日

売上高 41,074 36,139
売上原価 34,082 30,030
売上総利益 6,991 6,109
販売費及び一般管理費 4,820 4,745
営業利益 2,170 1,364
営業外収益 94 128
営業外費用 338 431
経常利益 1,926 1,061
特別利益 31 8
特別損失 33 54
税金等調整前当期純利益 1,923 1,015
法人税等 796 372
親会社株主に帰属する当期純利益 1,127 643
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■リノヴェックスマンション販売戸数 ■親会社株主に帰属する当期純利益■売上高 ■自己資本比率■経常利益 ■1株当たり配当金

F i n a n c i a l  R e v i e w

数字で伝えるインテリックス

2022年5月31日現在

17 18


